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平 成 ２５ 年 １２ 月 定 例 会

一 般 質 問 通 告 書 一 覧 （ １２月１０日 ）

答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 行政改革の推進について 知 事

「奈良県新行政経営プログラム」は今年度に最終年度を

迎えるが、これまでの取組状況について伺いたい。また、

県は、来年度からの３年間で取り組む「奈良県行政経営マ

ネジメントプログラム」を公表したが、策定に当たっての

（３７番） 考え方を伺いたい。

粒谷 友示

(自由民主党 ２ 県有資産の利活用について 総 務 部 長

改革)

（１）県は、「県有資産の有効活用に関する基本方針」や「奈

良県ファシリティマネジメント推進基本方針」を策定して

いるが、これらの方針に基づき、県有資産全体の利活用を

今後どのように進めていくのか。

（２）これまで低・未利用の資産を売却する際には、どのよう

な基準の下、どのような方法により売却を進めてきたのか

伺いたい。

３ 特別養護老人ホームの整備について 健康福祉部長

特養について、現在の待機者の状況、将来の高齢者人口

の推移の見込み及び国の制度改正の議論の動向を踏まえ、

どのように整備を図っていくのか。

４ 辻町ＩＣの早期整備について 県 土

マネジメント

阪奈道路の辻町ＩＣに奈良方面へのランプが設置されて 部 長

いないため、奈良方面から国道168号に直接乗り入れでき

ず、地域の道路が非常に混雑している状況である。さら

に、大型商業店舗等が立地すると、地域の道路が一層混雑

すると考えられる。このようなことから、辻町ＩＣを早期

に整備すべきと考えるがどうか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（３７番） ５ 渋滞対策の進め方について 県 土

粒谷 友示 マネジメント

(自由民主党 本県の発展のためには、渋滞対策は大きな課題である 部 長

改革) が、渋滞対策について、どのように進めようとしているの

か。

６ 地域の防犯力向上について 県 理 事 兼

危機管理監

県では、地域の防犯力を向上させるために、今年度から

防犯カメラの導入も含む「地域防犯重点モデル地区事業」

を立ち上げたと聞いている。現在の取組状況及び今後の展

開について、所見を伺いたい。

１ 平城宮跡について 知 事

（１）平城宮跡の朝堂院広場跡は草原だったところを土盛りに

より造成したが、今のところはまだ、土の広場である。土

セメントの舗装は止めるよう、県として国へ働きかけるべ

きと考えるがどうか。

（ ８番）

太田 敦 （２）平城宮跡の保存管理計画について、現在どのように進め

(日本共産党) られているのか。

２ 県立大学における給付型奨学金制度の創設及び授業料の減

免について

（１）経済的に苦しい立場にあり、真に学ぶ意欲のある学生が 知 事

修学できるよう、県立大学において早急に給付型奨学金制

度を創設すべきと考えるが、知事の所見を伺いたい。

（２）授業料の減免申請をする際に、日本学生支援機構奨学金 地域振興部長

の受給申請義務を満たしていることが条件となっている

が、見直す必要はないのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（ ８番） ３ 国民健康保険制度について 健康福祉部長

太田 敦

(日本共産党) （１）加入者の負担を増やすことに繋がる国保の広域化はすべ

きではないと考えるがどうか。

また、県では、国に先んじて広域化を目指しているが、

市町村の一部から消極的な意見が出されている中、見直す

必要があると考えるがどうか。

（２）国民健康保険法第４４条に基づく一部負担金減免制度を

より利用しやすくするため、入院だけでなく外来について

もその対象にするとともに、制度自体の周知も行うべきだ

と考えるがどうか。

４ 精神障害者に対する福祉医療制度の適用について 医療政策部長

県内の精神障害者の健康とくらしが深刻な状況にある

中、県として福祉医療制度を身体・知的障害者と同様に精

神障害者にも適用すべきと考えるがどうか。

５ 駅の無人化問題について 知 事

今回の近鉄の駅係員無人化計画について、奈良県内で駅

を利用される人が安心して利用できるよう、県から撤回を

求めるべきではないか。

また、近鉄が今回の無人化を行った場合、子どもたちの

通学やまちづくり、観光に影響を及ぼすのではないか等の

地元の声に対して、県としてどのように対応しようとして

いるのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 国際交流の新たな展開について 知 事

今後、知事の幅広い人脈を活用し、中国陝西省や韓国忠

清南道に続く、奈良でなければ実現できないような新しい

友好提携を目指してもらいたいと考えるがどうか。

（２０番） ２ 高齢者の生きがいづくりの推進について 知 事

上田 悟

(自由民主党) 健康寿命日本一を達成するには、元気な高齢者を増やし

ていくことが必要である。高齢者が、地域社会の中で、い

つまでもイキイキと活動を行い、心豊かに暮らし続けられ

るようにするための生きがいづくりの推進にどのように取

り組んでいくのか。

３ バリアフリー基本構想の推進について 県 土

マネジメント

今後の超高齢化社会を見据えると、県民が安心できる暮 部 長

らしの確保に積極的に取り組む必要があると考える。バリ

アフリー化の促進に向けた市町村のバリアフリー基本構想

の策定状況はどうか。また、バリアフリー化を進めようと

する市町村への支援をどのように考えているのか。

４ 自転車の利用促進について 県 土

マネジメント

広域的な観光振興や地域活性化などを目的とした「奈良 部 長

県自転車利用促進計画」を策定し、約３年が経過している

が、その成果と今後の取組方針について伺いたい。


